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訪日外国人数は年々増加しており、国・地域別で見ると、特に中国、韓国、台湾、
香港からの旅行者が上位を占め、主要言語は中国語、英語が多くなっています。 
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訪日外国人は主に空路で日本に入国しており、成田空港の利用が最も多くなって
います。 
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関西国際空港においては、LCC（格安航空）就航の影響により、近年、訪日外国人
の利用が成田空港と肩を並べるほどに増加しています。 
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関西国際空港は陸から離れた立地のため、24時間緊急着陸可能な空港です。そ

のため、搬送先指定病院として航空機内で発生した症例の搬送先として、りんくう
総合医療センターに運ばれてくるケースが多くあります。 

また、大阪南部（泉州地域）の基幹病院としての役割や、災害時拠点病院、365日
対応の母子医療センター、特定感染症対応が可能な感染症センター（ ※国内4箇
所のうちの1つ）等も備えています。 



立地上、昔から外国人患者が多く来院されていましたが、言葉が通じず説明できな
い等が問題となっていました。 
 
そこで、平成18年に「国際外来」を開設し、通訳者の導入を行いました。平成24年
に名前を「国際診療科」に改名、平成25年には「外国人患者受入れ医療機関認証
制度（JMIP)」の国内初認証病院3医療機関のうちのひとつとなりました。 

また、通訳者からの相談や配置を担当する「国際医療コーディネーター」の採用も
行っており、平成26年度には厚生労働省の「医療機関における外国人患者受入環
境整備事業」のモデル拠点病院に認定されました。 
 

折線グラフは通訳対応数を示しており、平成27年より年間1400件の対応数を保持
しています。 
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国際診療科には外国語対応可能なスタッフがおり、様々な国や地域の外国人患者
に対応しています。 

 

また、有償ボランティアとして実際に現場経験を積みながら医療通訳者を目指す育
成体制を独自に構築しています。 

医療通訳者と認定外国人サポーター（研修生）は原則ペアで行動し、認定外国人
サポーター（研修生）はテストに合格すると医療通訳者に昇格します。 

通訳を常に2人体制にすることで、片方が翻訳内容チェック機能を担い、誤訳を防
ぐことができます。 

メディエーターとは、外国語対応はできないが、医療知識がある方（看護師等）にあ
たります。 
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外国人は、日本の医療機関を受診する際、上記のような不安を感じています。 
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同時に、外国人を受入れる医療機関側も、上記のように様々な不安や問題が生じ
ます。 
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医療機関における外国人患者対応において、「言葉」「文化」「制度」の違いが大き
な障壁となります。 
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外国人患者対応においては、上記のような「言葉の壁」に注意する必要があります
。 
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医師と医療通訳者間では、立場が違うため、外国人患者対応において意見の相違
が生じるため、注意が必要です。 
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日本の医療通訳制度は国家資格等がないため、患者が通訳者として家族、知り合
い、会社の担当者等を連れてくるケースが多く、様々な問題が懸念されます。 

 

例えば、こどもが親の癌の告知を通訳する場合、こどもの精神的負担に繋がる可
能性があります。 

友達が通訳を行う場合には、守秘義務の観念がないと、他の友達に患者の症状や
プライベートな情報を話してしまう可能性があります。 

また、会社の担当者が通訳を行う場合、医療会話を会社にとって都合の良い解釈
で捉えてしまい、中立性が保てないことが懸念されます。 

 

医療通訳においては、医療会話を正確に理解して、中立性を保ちながら忠実に訳
すことが重要なポイントになります。 
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日本の医療通訳は、国家資格がなく、報酬や通訳費の支払い、質の担保等、解決
すべき課題が多くあります。 

一方で、アメリカ等では外国人患者は母国語で医療説明を受ける権利が保障され
ています。 
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上記は筆談で間違えやすい中国語の実例です。中国語は日本語と似ているようで
したが意味は結構違います。 
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日本語はいろいろな表現法があります。上記事例のように直訳できない場合があ
ります。なので、医師はなるべく分かりやすい言葉で説明したほうがいいです。 
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文化の中でも、特にコミュニケーション文化は国によって様々なため、大きな課題と
なります。 

「低文脈文化」と「高文脈文化」についてアメリカの文化人類学者が唱えています。 

 

状況や文脈により伝達情報を察する「高文脈文化」と、言語重視の「低文脈文化」
がコミュニケーションを取る際、 

互いに違う捉え方をする可能性があるため、診療に関する会話においては特に注
意が必要です。 
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高文脈文化（ハイコンテクスト文化）の代表例が日本人、その対極の低文脈文化（
ローコンテクスト文化）はドイツ系スイス人にあたります。 
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医療文化も国によって様々です。 

 

例えば、中国では風水上縁起の良い日に出産するため、帝王切開が一般的になっ
ています。 

ブラジルでも家族で出産に立ち会う、また陣痛を避けるため、帝王切開が当たり前
になってきています。帝王切開後の傷跡が目立たないよう、術式について要望を受
けるケースもあります。 

 

その他にも、南米では、生まれたての女の子の赤ちゃんが分かりやすいよう、ピア
スを空ける習慣があります。 

欧米では、偏平足にならないよう、まだ歩いてもいない子どもに靴を履かせる習慣
があります。 

また、日本では投薬や食事療法等を行いながら保存的治療を行いますが、すぐに
手術を実施する侵襲的治療を求める外国人もいます。 

 

 

23 



24 



25 



26 



医療制度についても、上記のとおり国によって様々です。 
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言葉がわからなくても、外国人も同じ人間です。外国語はできないからといって避
けずに、なるべく患者さんにアプローチし、コミュニケーションを図るというだけでも、
外国人患者さんはきっと安心して日本の医療機関を受診することができます。 
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今後、2020年の東京オリンピック・パラリンピックに向け、益々在留・訪日外国人の

増加が見込まれます。皆さんの医療機関にも、外国人が突然来院することも多くな
るでしょう。そういった患者さんに、安心で安全な医療を提供するためには、皆さん
で協力し合い、様々な情報を共有しながら、より良い外国人患者対応に向けて検
討を重ねていくことが重要です。 
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